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Loracarbef は経ロカルバセフェム系抗生物質であり,今 回急性単純性膀胱炎6例,慢 性

複雑性尿路感染症12例 で,本 剤の有効性,安 全性を検討した。有効症例数は急性単純性

膀胱炎及び漫性複雑性尿路感染症でそれぞれ,UTI薬 効評価基準では2例中2例,10例 中7

例で,主 治医判定では6例中4例,12例 中8例であった。自他覚的副作用は全例認めず,臨

床検査値は1例 で白血球の軽度減少が見られたのみである。従って本剤は尿路感染症に有

用な薬剤と考えられた。
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Loracarbefは 協 和醗 酵 工 業(株)東京研 究所 で 開発 され

た,3位 と7位 にcefaclor(CCL)と 同 一 の側 鎖 を有 す る

初めての経 口用 カ ルバセ フェム系抗 生物 質 であ る。 本

剤は グラム陽性 菌 及 び グラ ム陰性 菌 に対 しCCL同 様 の

広域 スペ ク トラム を有す るが,ヒ ト血 液で の安定 性 に

優 れ,CCLと 比べ る と化 学 的 に極 め て安 定 で あ る9。

今 回我 々 は九州大 学泌 尿器 科,国 立福 岡中央 病 院泌尿

器科,九 州労 災病 院泌 尿器 科 にお いて,単 純 性尿 路感

染症 及び複雑性 尿 路感 染症 に対 し本剤 を使用 し,有 効

性 と安 全性 を検討 した。

対 象は1989年7月 よ り1991年9月 まで上記 施設 を受

診 した患 者 の うち,同 意 の上 本剤 を投 与 した18例 で

あ る。 この うち単 純性 尿 路 感 染症 患 者 は6例(年 齢32

歳～78歳,平 均53.5歳,男 性2例,女 性4例)で 全 例急

性 単純性 膀胱 炎で あ った。 一方 複雑性 尿路 感 染症患 者

は12例(年 齢55歳 ～84歳,平 均68.5歳,男 性7例,女

性5例)で 慢 性複 雑性 膀 胱 炎9例,慢 性 複雑 性 腎盂 腎 炎

3例 であ った。 基礎 疾 患 で は神経 因性 膀 胱6例,前 立

腺 肥大 症3例,尿 路 結 核,膀 胱 頸 部硬 化 症,膀 胱尿 管

逆 流症 が 各1例 で あ った。 カテ ーテ ル留 置例 はな か っ

た。投 与方 法 は急性 単 純性 膀胱 炎 に は1回200mg1日2

～ 3回投与で5～7日 間である。慢性複雑性尿路感染症

に は1回200mg1日2～3回 投 与 で5～14日 間 と な っ

た。効 果 判定 は主 治 医 判定 とUTI薬 効 評価 基 準21に合

致 す る もの は別 に判定 した。

症 例 と臨床 成 績 の総 括 はTable 1,2に 示 した。 急性

単 純 性 膀 胱 炎 で は,主 治 医 判 定 で 著 効2例,有 効2

例,や や有効1例,無 効1例 で あ った。UTI薬 効評 価基

準 合致例 は2例 で いず れ も有 効で あ った。

慢 性 複雑 性 尿路 感 染症 で は主 治 医判 定 で著 効6例,

有効2例,や や 有効1例,無 効3例 で有 効率66.7%で あ

った。UTI薬 効評 価 基準 合 致 例 は10例 で 著効6例,有

効1例,無 効3例 で 総 合 有 効 率 は70.0%で あ っ た

(Table 3)。

複 雑性 尿 路感 染 症 の病 態群 別 で は単 独菌 感 染群 で9

例 中6例(第3群2例,第4群4例),複 数 菌感 染 で は1例

(第6群)で 有効 で あ った(Table 4)。

複 雑性 尿 路感 染 症 にお け るUTI薬 効 評価 基準 に よる

細 菌学 的 効 果 はTable m5に 示 した。 治 療前 の分 離株 は

11株 で,グ ラム陽 性 菌 はEnterococcus faecalis 1株 の み

で あ っ た が,除 菌 で きなか った。 グ ラム 陰性 菌 は10

株 でEscherichia coli 3株,Klebsfella pneumonfae 2株,

Entenbacter cloacae 2株,Klebsiella oxytoca 1株,

Pseudomonas aeruginosa 1株,Hafnia alvei 1株 で あ っ
*
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Table I.Clinical summary of uncomplicated UTI patients treated with loracarbef

AUC:acute uncomplicated cystitis
*

before treatment

/ after treatment
**

UTI:criteria proposed by the UTI Committee

Dr.:Dr.'s evaluation

Table 2.Clinical summary of complicated UTI patients treated with loracarbef

CCC:chronic complicated cystitis CCP:chronic complicated pyelonephritis VUR:vesico ureteral reflux

* before treatment
/

after treatment
**

UTI:criteria proposed by the UTI Committee

Dr.:Dr.'sevaluation
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Table 3.Overall clinical efficacy of loracarbef in complicated UTI

(200mg×2～3/day,5～7/day treatment)

Table 4.Overall clinical efficacy of loracarbef classified by the type of infection

Table 5.Bacteriological response to loracarbef in complicated UTI

* regardless of bacterial count
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た。 この うちE.cloacae1株,P.aeruginosa 1株 は除 菌

され ず,グ ラム陰性 菌 の除菌率 は80.0%で,全 体 と し

て は11株 中8株72.7%で あ った。 除菌 されな か った も

の の う ち,日 本 化 学 療 法 学 会 標 準 法3)に よ る本 剤 の

MIC測 定が され た もので は,RaeruginosaがMIC>200

μg/ml,E.faecalisがMIC100μg/mlで あ った。

安 全性 につ いて は全例 に 自他 覚 的副作 用 は見 られ な

か った。 臨床検 査値 の異常 変動 を認 め た もの は慢性 複

雑性 尿 路感 染症(腎 盂 腎炎)の 患 者1例 のみ で,白 血 球

減 少 が み られ た が,軽 度 で あ り(4700/mm3→3400/

mm3),特 に問題 とはな らなか った。

今 回急性 単純 性膀胱 炎での 主治 医判定 に よる有効 率

が やや低 か ったが,症 例 数 を重 ね た検討 が必要 で あろ

う。 た だ しこの うち一例 はE.doacaeに よ る症例 で あ っ

た。 また複雑 性 尿路 感 染症 で もUTI薬 効評 価基 準合 致

例 で 除 菌 さ れ な か っ た も の は,E.cloacae,P.

aeruginosa,E.faecalisで あ る。 この 結果 はin vitnで の

本剤の抗菌力とも一致 しており1),これらの菌を起炎

菌とする尿路感染症に対 しては本剤の使用にも限界が

あると思われた。しかし他の菌による尿路感染症には

良好の結果であり,本 剤は急性単純性膀胱炎及び慢性

複雑性尿路感染症に対し,そ の有効率,安 全率から,

有用な経口抗生剤と思われた。
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Loracarbef was administered to 18 patients with acute uncomplicated cystitis or chronic

complicated urinary tract infection(UTI).According to the Japanese UTI Committee's criteria,the

number of clinically efficient cases were 2 in 2 cases with acute uncomplicated cystitis and 7 in 10

cases with complicated UTI.There were no unfavorable effects except for one patient who had a

slight decrease in WBC.


